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【研究要旨】 

主に無虹彩症と膠様滴状角膜ジストロフィー、フックス角膜内皮ジストロフィーを担

当し、診療ガイドラインの普及・啓発活動(無虹彩症)、診療ガイドライン草案の作成およ

び外部評価（膠様滴状角膜ジストロフィー）、難病プラットフォームレジストリ登録(フッ

クス角膜内皮ジストロフィー)等を行なって、解析の協力を行なった。 
 
 

Ａ．研究目的 

主に無虹彩症と膠様滴状角膜ジストロフ

ィー、フックス角膜内皮ジストロフィーに

おいて、研究代表者ならびに他の研究分担

者と協力し、診療ガイドラインの策定また

は診断基準のさらなる改定に協力する。 

 

Ｂ．研究方法 

無虹彩症の診療ガイドラインについて、

普及・啓発活動の一環として英語版を作成

したほか、使用状況実態調査を実施し学会

発表および論文投稿を行った。また白内障

手術後の屈折誤差とその原因の解析を行っ

た。膠様滴状角膜ジストロフィーについて

は定性的システマティックレビュー結果を

もとに草案を作成し、外部評価を行った。

フックス角膜内皮ジストロフィーについて

は、難病プラットフォームレジストリに登

録を行なって、日本人患者の特徴について

の解析を行った。 

 

（倫理面への配慮） 

すべての研究はヘルシンキ宣言の趣旨を

尊重し、関連する法令や指針を遵守し、各

施設の倫理審査委員会の承認を得たうえで

行った。また個人情報の漏洩防止、患者へ

の研究参加への説明と同意の取得を徹底し

た。 

 

Ｃ．研究結果 

研究代表者ならびに他の研究分担者と協

力し作成した無虹彩症の診療ガイドライン

について英語版を作成した。また使用状況

実態調査に協力し、その評価を解析し学会

発表および論文投稿を行った。無虹彩症は

若年より白内障を発症し 20－40歳代で白

内障手術を要することが多いが、眼内レン

ズの度数計算の報告はない。研究代表者な
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らびに他の研究分担者と協力し、白内障手

術後の屈折誤差とその原因の解析を行っ

た。膠様滴状角膜ジストロフィーについて

は研究代表者ならびに他の研究分担者と協

力し、システマティックレビューをもとに

推奨および解説草案を作成し外部評価を行

った。フックス角膜内皮ジストロフィーに

ついては、追加構築した難病プラットフォ

ームに登録を行なって解析に協力した。 

 

Ｄ．考察 

無虹彩症は世界的にも希少な疾患である

ことから、海外に向けて診療ガイドライン

を発信していくことは重要と考えられる。

そこで英語版を作成し、国際学会での発表

および論文投稿のための準備を行った。ま

た今年度は使用状況実態調査結果について

学会発表および論文投稿を行った。希少疾

患のため眼科医における認知度は低く、今

後も精力的に普及・啓発活動を行っていく

必要があると考えられる。 

膠様滴状角膜ジストロフィーについては

診療ガイドラインの草案を作成し、外部評

価を行った。現在外部評価の意見に対応し

ているところであり、来年度には学会承認

を目指したいと考える。フックス角膜内皮

ジストロフィーについてはレジストリ登録

を行い解析することで、我が国の角膜専門

施設に通院中のフックス角膜内皮ジストロ

フィー患者の特徴を把握することができ

た。 

 

Ｅ．結論 

主に無虹彩症と膠様滴状角膜ジストロフ

ィー、フックス角膜内皮ジストロフィーを

担当し、診療ガイドラインの普及・啓発活

動および白内障手術後の屈折誤差とその原

因の解析(無虹彩症)、診療ガイドライン草

案の作成および外部評価（膠様滴状角膜ジ

ストロフィー）、難病プラットフォームレ

ジストリ登録(フックス角膜内皮ジストロ

フィー)等を行なって、解析に協力し、貢

献することができた。 
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Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 

1. 特許取得 

該当なし 

2. 実用新案登録 

該当なし 

3. その他 

該当なし 
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